
 
北九州エアターミナル株式会社 

 
 

新北九州空港における国内線旅客施設使用料の金額算出根拠について 
 
 

１．対象施設 

旅 客 タ ー ミ ナ ル ビ ル（国内線） の 建 設 

旅 客 共 用 施 設 航空会社専用施設等 商業施設 

 
ゲートラウンジ 
コンコース 
エレベーター 
エスカレーター 
出発・到着ロビー 
搭乗案内設備 
ボーディングブリッジ 
バゲージクレイム 等 
     

旅客共用施設投資額 
１４．２億円 

 
 

 
チェックインカウンター 
バックオフィス 
事務所  等    

 
飲食店舗 
物販店舗  等 

 
 
 
                
 
 
 

 
 
※ 対象経費 
   減価償却費、支払利息、公租公課、保険料、修繕費等 
 

旅客施設使用料 
 

航空会社等負担 
 

各テナント負担 

別 紙 



２．旅客施設使用料積算額の内訳（年額） 
 
 ①減価償却費：６０，１９６千円 
  定額方式により毎年の償却額を算出 
  建  物 ３５年 
  機能設備 ５年～１５年 
 
 ②支払利息等：３７，９８０千円 
  １８～２７年度の支払予定利息の平均 
 
 ③公租公課：１１，０９８千円 
  課税標準額（評価率７０％と設定）×１．４％（税率）で算出 
 
 ④保険料：４，１１２千円 
  現北九州空港の実績より算出 
 
 ⑤修繕費：２８，６３８千円 

１８～２７年度の支払見込みの平均 
  
 ⑥航空会社への徴収手数料：６，３９１千円 
  ①～⑤の合計 × ４．５％ 
 
 ⑦消費税：７，４２１千円 
  ①～⑥の合計 × ５％ 
 

合 計 ： １５５，８３６千円 
 
 
 

３．旅客施設使用料の算出 
年間航空旅客数：１，４５３千人（平成１８～２７年度の需要動向による平均予測値） 
 

１５５，８３６千円÷１，４５３千人=１０７．３円／人≒１００円／人 
※ 旅客施設使用料積算額（年額）／年間旅客数（１０年平均） 


